
中津のよい子の一日 
 

中津の子供は、自ら学び、仲よく、たくましい子 

 

 登下校は  

１ 友達・先生・地域の人たちに、あいさつを進んでしましょう。 

２ 学校への行き帰りは、必ず決められた通学路を通り、右側を横に広がらないで歩きましょう。 

  （歩道のあるところでは、歩道を歩きましょう。） 

３ 家が近くの友達と集団で登下校するようにしましょう。 

４ バスで通学するときは、バスの中で席を立たないようにしましょう。バスの運転手や地域の人たちに、気持ちのよい

挨拶をしましょう。 

５ 横断歩道をわたるときは、左右の安全をしっかりと確かめてから、右手を高く挙げてさっさとわたりましょう。 

６ 登校は、午前８時までをめどにしましょう。下校は、下校時刻【月曜日(15:00)、火～金曜日（15:50）土曜

授業日（11:25）】を守りましょう。 

７ 見知らぬ人の誘いには応じないようにしましょう。 

 

 学校では  

１ 友達や先生、お客さんに進んであいさつやえしゃくをしましょう。 

２ 正しい言葉をつかうように心がけましょう。 

３ 廊下や階段は、静かに右側を歩きましょう。 

４ 勉強に使う物以外は、持ってこないようにしましょう。 

５ 登校した後は、学校の外に出ないようにしましょう。 

６ 自分の持ち物には、学年・名前が分かるようにはっきりと書きましょう。 

７ チャイムの合図を守って生活しましょう。 

８ 自分の教室以外の教室に入るときは、許しをもらってから入りましょう。また、だれもいないときには勝手に入らな

いようにしましょう。 

９ 給食当番は、準備や後始末のときにきちんとした服装で整然と並んで活動するようにしましょう。 

10 そうじは、活動しやすい服装で一生懸命、無言作業をがんばりましょう。 

 

 服装は  

１ 学校の校章入りの帽子・自由服を着用し、ランドセル（リュックサック等）で登下校しましょう。 

２ くつ下は華美でないものをはきましょう。 

 ３ 冬季（１１月から３月をめやすとして）は、体調に合わせて次のものをつけてもよいとします。 

・ ネックウォーマー、手袋、タイツ、長ズボン 

・ 学校では、自由服を原則としていますが、ジャンパー、コート、手袋、ネックウォーマー着用で登下校してもよいと

します。ただし、校内での着用は禁止とします。ベスト・セーター・トレーナー等を気温や体調に合わせて着用しても

かまいません。ただ、上着の袖やすそからはみ出さない程度の長さのもの、色は華美でないものとします。安全で、

学習の場にふさわしい服装ということから、次のような服は気をつけましょう。 

○ フードのあるパーカーなどの服。 

※ 何かの拍子に後方へ引っ張られる恐れがあり、危険です。 

 

 

○ 著しく派手なファッション性の強いもの。 

○ 体の大きさに合っていなく、上着から大きくはみ出すようなもの。 



※ セーター類… 手が隠れないように。 

※ 長ズボン … すそをひきずらないように。 

 ４ 体育の授業は、決められた服装（指定の体育服・学校の校章入りの帽子）を着用しましょう。 

・ 学校では、寒い時の体育の授業では体育服の上に華美ではないトレーナーやジャージを着用してもよいです。 

・ 衛生面や活動のしやすさ、体調に合わせた準備をしましょう。 

※ ファスナーのある前開きトレーニングウェアーも可です。日頃、家庭で着ているものの中で、あまり華美ではな

いものを選んで着用しましょう。 

※ 自分の身なり（持ち物なども）を場に応じて整える力をつけてもらいたいので、厚着すぎる場合や安全

性・衛生面に問題のあると考える場合には、服装のことで声を掛けることがあります。体育時はトレーナー、長

ズボンを脱ぐように話をすることもあります。 

 

 

 その他  

１ 病気やその他の理由で学校に行けないときは、必ず担任の先生に連絡しましょう。 

２ 事故にあった場合は、すぐに担任の先生に連絡しましょう。担任の先生がいない場合は、下のだれかに連絡する

ようにしましょう。 

電  担任の先生 〔        〕 

話  学   校  ２－００１３ 

番  校 長 先 生   － 

号  教 頭 先 生   － 

３ 帰宅時刻（午後５時）を守りましょう。 

４ 自転車に乗るときは、交通ルールを守り、行き先を家の人に伝えてから乗りましょう。 

  ※ 校区外については原則として保護者同伴とする。 

   （スポーツ少年団の練習に行く場合は、保護者の判断に任せる。） 

  ※ ヘルメットを必ず着用する。 

 

中学生以下の子にヘルメットを着用させることは、保護者の義

務です。また、自転車利用者には、自転車損害賠償保険等へ

の加入が義務づけられています。 


